
  
 保健福祉部 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種対策課 

事業費：387,207千円 

予防接種事業 
(新型コロナウイルスワクチン接種対策費及び 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費） 

 

               

事業の概要 

 厚生労働省は、今年の 10 月半ば以降に２回目接種を完了し、３回目以降の接種の対象となる全ての方にオミクロン株対応の新たな

ワクチン接種の実施を予定している。新型コロナウイルス感染症に係る特例臨時接種の実施期間は令和４年９月 30 日までとしている

が、本ワクチン接種の実施に当たり、期間を延長する方向で調整している。ワクチン接種を円滑に実施できるよう接種体制を構築す

ることにより、新型コロナウイルス感染症の発症を予防し、まん延の防止を図る。 

                                    
 

 ・新型コロナウイルスワクチン接種対策費      251,460,000円  ※２回接種の接種完了予定者を約 10万人で算定。 

 ・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費  135,747,000円  ※接種体制の構築に要する費用を計上。 

合 計   387,207,000円 

事業費内訳 

〇接種対象者（約 10万人）                           251,460,000円・・・① 

内訳 ・接種費用     100,000人 × 2,277円 ＝ 227,700,000円 

    ・時間外加算分    15,000人 ×   803円 ＝  12,045,000円 

    ・休日加算分        5,000人 × 2,343円 ＝  11,715,000円 

〇接種体制の構築に要する経費                         135,747,000円・・・② 

内訳 ・人件費等（会計年度任用職員等に要する経費等）   8,144,000円 

・委託費等（接種券の印刷やコールセンター及び   127,603,000円 

         集団接種に要する経費等） 

合 計 387,207,000円・・・①＋② 


